
もてあましている食材がおいしく変身♪

サルベージ・パーティのススメ
日本では年間646万トン（※1）もの食品ロス（※2）を出しており、国民1人あたり毎日茶碗1杯分
の食材を廃棄。その食品ロスを減らす取り組みとして、2013年から始まった食材のシェアパー
ティが「サルベージ・パーティ　」なのだ。「サルベージ」とは、直訳すると「救い出す」という意
味。家庭では使い切れない食材を「救い出す」ため1か所に持ち寄り、みんなで調理し味わうの
が目的の会だ。参加するだけでレシピは増え、捨てる食材も減る。家計にも地球にも優しく、楽
しくおいしい取り組みとして、全国的に広がりをみせつつある。

コース料理の皿数を自分で調整できる、リデューススタイルの創作フレ
ンチ店。岡山県内の生産者から直接仕入れた有機無農薬野菜を中
心に使い、遊び心と自由な発想を加えたひと皿は、見た目、味ともに秀
逸。「考え方次第でどんな食材も主役になります。固定概念にとらわれ
ない料理作りの楽しさを知ってほしい」と意気込みを語る。

今回、協力してくれたのは…
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母娘で参加した
池田さん。「発想
の転換の大切さ
を実感しました」
とにっこり

もてあました食材が、
バリエーション豊かな
料理の数々に大変身！
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※1　農林水産省・環境省 食品廃棄物等及び食品ロスの量の推計値（平成27年度）
※2　本来食べられるにも関わらず捨てられてしまう食材のこと
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What’s 「サルベージ・パーティ」？
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